
〔 〕分類名 水稲

古川農業試験場

１ 取り上げた理由

いもち病真性抵抗性に関する多系品種 ササニシキBL は現在6品種から構成されている。多系品種「 」

は，その構成品種を増やすことにより，いもち病を安定的に抑制することができる。

ササニシキBL7号 は，いもち病真性抵抗性遺伝子 をもち，その他の諸特性が ササニシキ と「 」 「 」Pib
実用上同程度であり，奨励品種に採用されたので，普及技術とする。

２ 普及技術

１ 来歴）

ササニシキBL7号 は，宮城県古川農業試験場において， ササニシキ にいもち病真性抵抗性遺「 」 「 」

伝子 の導入を目標とし， 曲系872 を1回親， ササニシキ を反復親とした戻し交配で育成さPib 「 」 「 」

れた同質遺伝子系統である。

２ 特性の概要）

ａ いもち病真性抵抗性遺伝子型は ， をもつと推定される。Pia Pib
ｂ その他の諸特性は ササニシキ と同程度で，実用上同じである。「 」

３ 普及見込み地帯及び面積）

（ ・ ）ササニシキ栽培地帯 平坦地帯及び西部丘陵 三陸沿岸地帯の一部

（ ）1,000ha ササニシキBLとして

３ 利活用の留意点

１ いもち病菌のレースの変化をみながら混合する系統及び割合を決めるので，種子は毎年全量更新）

する。

２ いもち病防除以外の栽培法は， ササニシキ に準ずる。） 「 」

多系品種「ササニシキBL」の追加品種「ササニシキBL7号」



（ ： ）問い合わせ先 古川農業試験場水田利用部 電話 0229-26-5106

４ 背景となった主要な試験研究

１ 研究課題名及び研究期間）

（ ： ）主要農作物の地帯別奨励品種決定調査 古川農業試験場栽培部 1999～2000年

（ ： ）水稲奨励品種決定調査 古川農業試験場水田利用部 2001年

（ ： ）水稲奨励品種決定調査 農業センター農産部 1999～2000年
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